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研究成果の概要（和文）：これまで申請者は、膵酵素異常を伴うFD患者および早期慢性膵炎患者を対象に、十二
指腸粘膜における炎症細胞浸潤の比較検討を行った。両群における炎症細胞浸潤の有意差は認められなかった。
また、膵酵素異常を伴うFD患者と早期慢性膵炎患者群はともに、早期胃排出能はFD群よりも有意に障害されてい
た。GLP-1とghrelinは早期胃排出能に関与することが報告されているため、膵酵素異常を伴うFD患者と早期慢性
膵炎患者群の十二指腸内におけるGLP-1産生細胞数の比較検討を行ったが、GLP-1産生細胞および炎症細胞浸潤と
もに有意差は認められなかった。

研究成果の概要（英文）：We have previously reported duodenal inflammation of the patients with FD. 
In this study, we compared duodenalinflammation of the patients with pancreatic enzyme abnormalities
 and early chronic pancreatitis. We have reported that early gastric emptying in early chronic 
pancreatitis and FD patients with pancreatic enzyme abnormalities were significantly disturbed 
compared to that in FD patients. However, we cannot find significant differences in inflammatory 
cells infiltarion and GLP-1-positive cells between two groups.

研究分野： 消化器内科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
膵癌のハイリスク群とされている慢性膵炎に、一部の群では進展する早期慢性膵炎の病態解明を行うことは極め
て重要である。さらに、日常診療中に遭遇する心窩部痛症候群の中に、早期慢性膵炎患者が少なからず存在する
ことから、膵酵素異常を伴う機能性ディスペプシア患者群と早期慢性膵炎患者群の臨床像や消化管粘膜局所の比
較検討を行うことは重要である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 機能性ディスペプシアの患者における十二指腸粘膜内炎症細胞浸潤が病態に関与する可能性
について論じられてきた。しかし、どのような炎症細胞浸潤が FD の病態に影響を及ぼしてい
るのか、あるいは消化管粘膜局所の炎症細胞浸潤が消化管運動能に及ぼす影響等については全
く検討されてはいない。そこで、膵癌のハイリスク群である慢性膵炎に移行する早期慢性膵炎
群と膵酵素異常を伴う FD 患者群における十二指腸粘膜内炎症細胞浸潤について両群で検討し
た。 
 
２．研究の目的  
膵酵素異常を伴う機能性ディスペプシア患者および早期慢性膵炎患者群における十二指腸粘膜
内炎症細胞浸潤が病態に及ぼす役割について検討する。 
 
３．研究の方法 
機能性ディスペプシア患者および早期慢性膵炎を対象に、膵酵素測定、十二指腸粘膜内の炎症
細胞浸潤、GLP-1 産生細胞の局在と発現レベルを免疫染色法で比較検討した。また、両群の胃
排出能、早期胃排出能を 13Cacetate を用いた呼気検査法を用いて比較測定した。 
 
４．研究成果 
  
これまで申請者は、膵酵素異常を伴う FD患者および早期慢性膵炎患者を対象に、十二指腸粘膜
における炎症細胞浸潤の比較検討を行った。両群における炎症細胞浸潤の有意差は認められな
かった。また、膵酵素異常を伴う FD 患者と早期慢性膵炎患者群ともに、早期胃排出能は FD群
よりも有意に障害されていたものの、早期慢性膵炎群と膵酵素異常を伴う FD患者群の間には有
意差は得られなかった。。GLP-1 と ghrelin は早期胃排出能に関与することが報告されているた
め、膵酵素異常を伴う FD患者と早期慢性膵炎患者群の十二指腸内 GLP-1 産生細胞について検討
を行ったが、両群間においては有意差は認められなかった。 
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